
■保健・福祉

●死因別死亡者数

令和4年令和5年

割合(％)死亡数(人)死因割合(％)死亡数(人)死因

27.3389悪性新生物23.1347悪性新生物1位

13.6194心疾患13.2199老衰2位

11.8168老衰12.6189心疾患3位

7.099脳血管疾患7.8118脳血管疾患4位

4.970ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病5.379ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病5位

35.4503その他38.0572その他他

100.01,423100.01,504計

※心疾患は高血圧性を除く。 資料：福祉保健年報（県）

●各種健(検)診受診状況

健康診査大腸がん
検診

乳がん
検診

子宮頸がん
検診

胃がん
検診

肺がん
検診結核検診健(検)診

区分

31,78360,74716,037 19,93260,69860,66530,811対象(人)
令和

6年
10,17710,4082,8992,6904,73212,1209,956受診者(人)

32.017.118.113.57.820.032.3受診率(％)

31,21561,18016,165 20,14061,14061,09930,936対象(人)
令和

5年
9,83110,6022,8852,8295,00811,9829,749受診者(人)

31.517.317.814.08.219.631.5受診率(％)

資料：保健衛生の動向（市）等

●年齢別う歯り患状況

中学生小学生幼稚園・
保育園児

幼児

3年6年5歳3歳1歳6か月

9.74.913.42.50.4う歯り患率(％)令和

6年 0.210.080.440.070.00一人平均う歯数(本)

13.16.518.23.10.2う歯り患率(％)令和

5年 0.280.100.510.070.01一人平均う歯数(本)

資料：むし歯の現状（市）

●医療機関設置状況

病院・医院数

5病院

77診療所

82（小計）

48歯科

130総計

資料：令和7年4月1日現在新潟県
内の診療所名簿、新潟県病院名簿

●国保特定健診及び人間ドック受診状況（年度年齢別）
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※受診率は、各健診を実際に受診した人数から算出した参考値であり、法定報告とは異なる。

計
70～

74歳

65～

69歳

60～

64歳

55～

59歳

50～

54歳

45～

49歳

40～

44歳

14,6415,8043,8251,567996871858720対象(人)

令和

6年度

4,7622,3651,211423218197179169特定健診受診者（人）

2,8521,4497712751081156965人間ドック受診者（人）

52.065.751.844.532.735.828.932.5受診率(％)

15,3706,0433,9941,790968920875780対象(人)

令和

5年度

4,8622,4251,239420234200191153特定健診受診者（人）

2,9911,486867282110958368人間ドック受診者（人）

51.164.752.739.235.532.131.328.4受診率(％)
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■保健・福祉
●65歳以上（第1号被保険者）
要介護（要支援）認定者数

●施設介護サービス受給者数●居宅介護（介護予防）サービ
ス受給者数

認定者数(人)

927要支援1

771  要支援2

1,081要介護1

644要介護2

620要介護3

868要介護4

467要介護5

5,378計

（令和6年度）

※65歳以上の人口は30,792人(令和7年
3月31日現在)

1か月の平均
受給者数(人)

延べ受給
者数(人)

3243,893要支援1

4425,305要支援2

7138,559要介護1

4225,063要介護2

2643,166要介護3

2432,921要介護4

941,127要介護5

2,50230,034計

（令和6年度）

1か月の平均
受給者数(人)

延べ受給者
数(人)

5716,856
介護老人
福祉施設

4154,977
介護老人
保健施設

931,119介護医療院

1,07912,952計

（令和6年度）

●国民健康保険状況

■教育
●学校の状況

教員1人あたりの
児童・生徒数（人）

教員数(人)1学級あたりの
児童・生徒数（人）

学級数園児・児童・
生徒数(人)

園・学校
数

学校の種類

－4－2101幼稚園

－268－551,37612
幼保連携型

認定こども園

15333252414,336( 0)13小学校

12215281102,367(12)10中学校

－247

－－3,3215高等学校(全日制)

－－1571高等学校(定時制)

－高等学校(併置校)

※児童・生徒数の（ ）内の数値は、東日本大震災による避難者数。児童・生徒数は避難者数を含む。
※小・中学校の教員数は令和7年5月1日現在の学校現場の教員の実数とした（校長、教頭、主幹教諭、教諭、助教諭、講師、養護
教諭、養護助教諭、栄養教諭、栄養職員の人数とし、産休、育休、休職、派遣・長期研修、組合専従者は含まない）。
※児童・生徒数及び学級数には特別支援学級の数値を含み、１学級あたりの児童・生徒数及び教員１人あたりの児童・生徒数に
は特別支援学級の数値は含まない。
※幼稚園、幼保連携型認定こども園及び高等学校の学校数、園児・生徒数、学級数、教員数は、令和6年度学校基本調査の数値で
ある。
※併置校とは、全日制と定時制の両方の課程を設置している学校。

令和5年度令和6年度

17,455人16,419人被保険者数
(毎年度末の3月31日現在)

100,332円99,619円1人当たり保険税
(医療・支援・介護合計)

20件17件1人当たり受診件数

431,913円368,464円1人当たり医療費
(費用額)
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■都市整備
●市道幅員別・路面種類別実延長、舗装率（単位：ｍ）

構成率(％)合 計6.5m以上4.5～
6.5m未満

2.5～
4.5m未満

1.5～
2.5m未満

1.5m未満区分

10.07%115,779.23,767.124,322.081,388.26,533.9 55.7 セメント系

3.82%43,897.938,138.15,384.9 381.9 ――高級アスファルト系

76.97%884,921.7243,630.2484,740.6151,328.33,260.2160.8 簡易アスファルト系

8.37%96,281.22,680.730,550.852,046.19,935.51,105.8 未 舗 装

0.76%8,775.52,442.03,073.33,133.6117.010.1 橋 梁

100.00%1,149,655.5288,216.1544,998.3285,144.519,729.61,322.3 計

91.66%99.51%94.39%81.75%49.64%16.37%舗 装 率 (％）

（令和7年3月31日現在）

幅員

●市道幹線別整備状況

合 計独立専用自歩道小 計その他の路線2 級1 級
路面

1,149,655.518,399.21,131,256.3849,516.9130,842.1150,897.3実 延 長 (ｍ)

3,130 52 3,078 2,89311372路 線 数

1,053,297.118,335.41,034,961.7753,342.3130,722.1150,897.3舗 装 済 (ｍ)

91.62%99.65%91.49%88.68%99.91%100.00%舗 装 率 (％)

（令和7年3月31日現在）

道路種別

●令和6年度道路除雪状況 ●令和6年度歩道除雪状況

総 計消雪除雪市 道

883.6110.8772.8延長(km)

3,0603882,672路線数
（令和7年3月31日現在）

総 計
県歩道

除雪委託
路線

市 道

111.513.997.6延長(km)

19515180路線数

（令和7年3月31日現在）

305台除雪車総数

131台委託

137台リース

37台市有車
（令和7年3月31日現在）

●下水道接続率 ●下水道普及率

接続率
(②／①×100)

(％)

接続人口②
(人)

処理人口
①
(人)

66.143,65266,046公共下水道
下水道

87.74,0744,644農業集落排水

67.547,72670,690合 計

（令和7年3月31日現在）

※人口ベース、合併浄化槽は除く
※処理人口…下水道を利用できる区域内の人口
※接続人口…処理人口のうち、実際に下水道に接続し下水道を利用している人口
※接続率…処理人口における接続人口の割合

81.8％（①／③×100）普及率

（令和7年3月31日現在）

※人口ベース、合併浄化槽は除く
※普及率…下水道計画区域内の人口と農業集落

排水区域内人口（86,445人③）における処理
人口①合計 の割合
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■財政
●令和７年度一般会計予算・令和５年度一般会計決算

令和５年度一般会計決算令和７年度一般会計予算
歳入

構成比(％)決算額(千円)構成比(％)予算額(千円)

23.6 11,761,93526.312,299,172市税

0.8 419,2540.9417,300地方譲与税

0.0 2,6380.03,200利子割交付金

0.1 60,6190.161,500配当割交付金

0.1 65,2600.151,000株式等譲渡所得割交付金

0.4 208,8750.5208,900法人事業税交付金

4.8 2,386,9255.22,425,400地方消費税交付金

0.1 64,3890.166,000ゴルフ場利用税交付金

0.1 32,7830.142,900環境性能割交付金

0.0 6,5960.06,500国有提供施設等所在市町村助成交付金

0.2 115,0550.2101,400地方特例交付金

25.7 12,807,36527.312,750,000地方交付税

0.0 10,7770.09,479交通安全対策特別交付金

0.0 6,3090.06,253電源立地促進対策交付金

0.0 7,1740.07,174石油貯蔵施設立地対策交付金

0.2 88,6830.168,780分担金及び負担金

1.2 582,6611.5680,991使用料及び手数料

15.8 7,887,43014.86,900,702国庫支出金

7.4 3,663,5278.03,741,912県支出金

0.1 59,5940.152,782財産収入

1.2 582,3902.41,102,000寄附金

5.6 2,820,1232.21,014,786繰入金

4.6 2,273,4630.7300,000繰越金

2.3 1,172,1872.61,226,165諸収入

5.7 2,820,4496.83,155,704市債

0.0 3,681--自動車取得税交付金

100.049,910,142100.046,700,000歳入合計

令和５年度
一般会計決算

令和７年度
一般会計予算歳出

目的別 構成比
(％)

決算額
(千円)

構成比
(％)

予算額
(千円)

0.6270,3090.6269,142議会費

14.87,196,11011.55,360,769総務費

30.714,873,17634.215,974,770民生費

6.83,276,7646.63,062,222衛生費

0.155,3300.141,760労働費

5.12,477,9134.11,910,726農林水産業費

3.31,583,9432.31,087,984商工費

11.55,602,75613.66,351,604土木費

2.81,372,8703.71,715,857消防費

14.16,848,56313.46,283,722教育費

10.04,861,5619.84,591,444公債費

0.000.150,000予備費

0.277,0950.00災害復旧費

100.048,496,390100.046,700,000歳出合計

令和５年度
一般会計決算

令和７年度
一般会計予算歳出

性質別 構成比
(％)

決算額
(千円)

構成比
(％)

予算額
(千円)

14.46,977,30916.47,671,701人件費

11.95,767,95714.86,911,807物件費

2.31,117,2671.9879,913維持補修費

21.410,409,14622.210,375,262扶助費

17.58,493,40116.57,700,606補助費等

8.44,081,3799.44,375,835普通建設事業費

0.277,0950.00災害復旧事業費

10.14,877,5619.94,607,444公債費

5.52,690,2430.127,177積立金

0.8380,8880.7349,502出資金貸付金

7.53,624,1448.03,750,753繰出金

0.000.150,000予備費

100.048,496,390100.046,700,000歳出合計
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●令和７年度会計別予算

令和６度
予算額(千円)

令和７年度
予算額(千円)

年度
会計区分

46,380,00046,700,000一 般 会 計

10468土地取得事業

特

別

会

計

9,190,0009,102,000国民健康保険事業

9,703,0009,807,000介護保険事業

1,394,0001,413,000後期高齢者医療

101,58067,878食品工業団地造成事業

202,000234,400コミュニティバス事業

10,46413,421藤塚浜財産区

20,601,05420,638,167計

(3,741,423)(3,712,721)収入
収益的

下水道事業会計
3,600,1213,612,226支出

(5,060,066)(5,535,153)収入
資本的

5,437,3915,976,946支出

(2,315,327)(2,292,847)収入
収益的

水道事業会計
2,162,4072,111,895支出

(740,030)(650,416)収入
資本的

1,628,4941,742,452支出

79,809,46780,781,686合 計

●令和５年度会計別決算

歳出(千円)歳入(千円)会計区分

48,496,39049,910,142一 般 会 計

41,59342,128土地取得事業

特 別

会 計

9,179,1219,282,523国民健康保険事業

10,067,75110,366,054介護保険事業

1,166,8501,191,680後期高齢者医療

126,083126,083食品工業団地造成事業

193,607193,607コミュニティバス事業

7,9968,764藤塚浜財産区

20,783,00121,210,839計

支出(千円)収入(千円)区 分

3,470,5863,575,567収益的
下水道事業会計

4,708,3394,118,980資本的

1,984,3302,143,048収益的
水道事業会計

1,177,094456,259資本的

11,340,34910,293,854合 計

※下水道事業会計・水道事業会計の収益的収入及び支出は、消費税及
び地方消費税を含まない額。資本的収入及び支出は、消費税及び地
方消費税を含む額。
※令和５年度会計別決算のうち、下水道事業会計の 資本的収入額が資本
的支出額に対し不足する額589,359千円は、当年度分消費税及び地方消
費税資本的収支調整額98,065千円、過年度分損益勘定留保資金59,240
千円、当年度分損益勘定留保資金432,054千円で補塡した。
※令和５年度会計別決算のうち、水道事業会計の 資本的収入額が資本的
支出額に対し不足する額720,835千円は、当年度分消費税及び地方消費
税資本的収支調整額41,299千円、過年度分損益勘定留保資金16,575千円
、当年度分損益勘定留保資金562,961千円、減債積立金50,000千円、建設
改良積立金50,000千円で補塡した。

■公園
●都市公園

種

別

既開設

面積(ha)
名 称

種

別

既開設

面積(ha)
名 称

街0.30五菱公園街0.40東公園

〃0.26あやめ公園〃0.12御幸公園

〃0.23新栄町おくやま公園〃0.10住吉公園

〃0.26新栄町とみつか公園〃0.16舟入公園

〃0.21豊町1号公園〃0.10東新公園

〃0.32豊町2号公園〃0.26中曽根公園

〃0.26豊町4号公園〃0.10西園公園

〃0.21豊町5号公園〃0.14東塚ノ目公園

〃0.13豊町6号公園〃0.20新富公園

〃0.43五十公野児童公園〃0.10ふるまち公園

〃0.12東新さくら公園〃0.22とよだ公園

〃0.46新栄町やづめ公園〃0.16こうぬま公園

〃0.16弓越公園〃0.10すわのき公園

〃0.15萱中公園〃0.12もとみ公園

〃0.26黒松公園〃0.20かたた公園

〃0.68リリオやすらぎ公園〃0.20みずのて公園

〃0.15御幸なかよし公園〃0.10いしぼとけ公園

近1.85外ヶ輪公園〃0.16みちした公園

〃1.40南公園〃0.12どのぐち公園

〃1.24西公園〃0.12ひのつめ公園

〃1.30新発田駅前公園〃0.14みょうじゅん公園

〃1.19瑳玖良公園〃0.10てんのはら公園

地3.63新発田城址公園〃0.19まつのき1号公園

〃6.20真木山中央公園〃0.11まつのき2号公園

〃9.29清潟公園〃0.11すわのき2号公園

〃2.69アイネスしばた〃0.19みやうら公園

総89.30五十公野公園〃0.16やなぎだ公園

〃11.40新発田中央公園〃0.23つかのめ公園

歴0.90奉先堂公園〃0.17とみつか公園

〃0.14すみよし2号公園

〃0.08すぎわら公園

〃0.48葉塚山公園

140.3962か所〃0.13太平潟公園

※供用開始しているもののみ。
種別 街：街区公園 近：近隣公園 地：地区公園

総：総合公園 歴：歴史公園

●その他の公園

既開設面積(ha)名 称

24.79内の倉ダム湖畔公園

1.10加治川治水ダム公園

9.80滝谷森林公園

12.40月岡カリオンパーク

6.80大天城公園

82.42県立紫雲寺記念公園

0.96加治川治水記念公園

5.31桜公園
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■観光
●観光客入込数の推移 ●主な年中行事（令和６年度実績）

春 Spring

夏 Summer

秋 Autumn

冬 Winter

・新発田城址公園桜まつり（3月27日～4月14日）
・二王子岳山開き（5月19日）
・荒川剣龍峡山開き（5月26日）

・藤塚浜海水浴場海開き（7月13日）
・しばたあやめまつり（6月12日～23日）
・サマーフェスティバル(7月27日)
・花市（8月11日）
・城下町新発田まつり（8月17日～29日）

・新発田豊年秋まつり（9月23日～24日）
・花嫁人形合唱コンクール（10月13日）
・新発田まちなかハロウィンパーク(10月26日～27日）
・全国うまいもん横丁（11月2日～5日）

・義士祭（12月14日）
・城下町しばた全国雑煮合戦（1月12日）
・赤谷どんつきまつり（2月15日）

●令和６年度目的別入込数

前年度比

(％)

前年計

(千人)

計

(千人)

県外客

(千人)

県内客

(千人)

観光客

目的

100.8 612617134483温泉

92.6 1091010101自然環境

100.0 87873354名所・旧跡

88.3 2662350235文化施設

85.4 1231050105産業観光

108.0 1882030203まつりイベント

115.2 4653053スキー

93.3 3028028
キャンプ・登

山・ハイキング

93.3 5665280528その他

96.5 2,0271,9571671,790計

83 74 74 
153 167 

1120 1091

1746

1873 1790

0

500

1000

1500

2000

2500

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

県外客 県内客（千人）



- 17 -

●市の特産品
和菓子 民芸品

酒

●新発田ブランド認証制度

新発田では数々の銘菓
が作られています。特に
茶道が盛んであったこと
から、和菓子作りが広ま
りました。

米どころ新潟の広い平野と、
飯豊山系から流れる清らかで豊
かな水がある新発田には、4つの
地酒の蔵元があります。越後杜
氏の技で醸し出された酒には、
新発田の風土が香ります。

新発田まつりに
ゆかりの深い金魚
台輪や、藍染など
のさまざまな品が
作られています。

新発田ならではの魅力あふれる商品を、地域のブランド商品として認定し、「優れた特徴」
「こだわり」などを伝え、選ばれる地域として新発田市そのものをブランド化し、地域を活性化
する取組です。認証商品を通して、新発田の知名度とイメージアップ、流通の拡大を図ります。

認証年度企業名認証商品名

平成

25年度

(有)宮村製麩所

新発田麩

おしぶ

麩まんじゅう

御菓子司 金子屋老舗いちじくもち

山岳手打ちそば 一寿
ダッタンそばジェラー

ト 花の口どけ

高田屋笹だんご

山川菓子舗
無花果かん

笹だんご

平成

26年度

(有)新柳本店清水園まんじゅう

菓匠庵 寿堂
いちじく饅頭

のしいちじく

(株)宮野食品工業所安兵衛大福

山川菓子舗くるみゆべし

toe.登（株）鮨 登喜和新発田ときわのいなり

認証年度企業名認証商品名

平成

26年度

(有)和泉屋
ごま饅頭

くるみがんじき

江戸屋餅菓子舗杵つき餅

平成

28年度

(有)新柳本店

新発田産ル・レクチェ大
福

新発田商業高校コラボス
イーツ ポテりん

(株)宮野食品工業所しばた産甘納豆くろまめ

スーパーいまがわ

紫雲寺店
カニまるっと甲羅詰め

(有)佐々木食品

さけ安兵衛漬

いか安兵衛漬

焼きいか安兵衛漬

(有)和泉屋餅屋が作った笹だんご

菓匠庵 寿堂ほんのり

御菓子司 金子屋老舗いちぢく羊羹

■保存樹木
指定概要本数指定年月日

指定番号1～15号（松2、杉1、カシ1、ホウノ木1、イチョ
ウ1、桜1、ケヤキ1、モミジ1）

9 本昭和51年10月 9 日

指定番号17、18、20号（ヒサカキ1、モミ1、杉3、ブナ1、
桜1）

7 本昭和55年 5 月30 日

指定番号21～24号（イチョウ1、杉15）16 本昭和58年12 月 6 日

指定番号26号（シナ1）1 本昭和60年11 月 1 日

指定番号31号（杉5、松1）6 本平成19年 4 月 1 日

指定番号32号（ヤマモミジ1）1 本令和 5 年 1 月25 日

松3、杉24、イチョウ2、桜2、カシ・ホウノ木・ブナ・ケ
ヤキ・モミジ・シナ・ヒサカキ・モミ・ヤマモミジ各1

40 本計


